
番号 項目 現状 令和4年度実績 令和7年度の目標

1⃣ 学力の育成

小学校5年生 73.1% 69.7% 小学校5年生 77%

中学校2年生 59.5% 57.5% 中学校2年生 65%

小学校6年生 -1.8pt
（R元年度）

　-1.8pt 小学校6年生 -2.4pt

中学校3年生 0.0pt
（R元年度）

　2.2pt 中学校3年生 -0.6pt

小学校5年生 79.7% 75.6% 小学校5年生 82%

中学校2年生 74.0% 67.4% 中学校2年生 75%

小学校 68.8% 71.8% 小学校 100%

中学校 59.2% 62.9% 中学校 100%

高校 85.4% 80.7% 高校 100%

特別支援学校 70.5%
（R元年度）

66.7%
（R３年度）

特別支援学校　100%

5

「英語の授業では、生徒同士で英語で問答し
たり意見を述べ合ったりする活動が行われて
いたと思いますか」との質問に「当てはまる」
または「どちらかといえば、当てはまる」と回
答した生徒の割合

中学校 75.8%
（R元年度）

86.7% 中学校 80%

6
幼小の円滑な接続に向け、接続期のカリ
キュラムを検討する研修会に参加した幼稚
園の割合

20.5% 57.1% 80%

小学校 37.3% 47.1% 小学校 60%

中学校 11.0% 9.5% 中学校 50%

8
異校種の児童生徒を対象とした交流事業を
行っている県立高校の割合

24.1% 48.3% 50%

2⃣ 心の育成

小学校5年生 77.2% 76.4%

中学校2年生 76.1% 75.5%

小学校5年生 71.2% 68.7% 小学校5年生 72%

中学校2年生 66.4% 68.3% 中学校2年生 67%

小学校5年生 71.9% 67.0% 小学校5年生 76%

中学校2年生 33.1% 31.8% 中学校2年生 38%

12
人権・同和教育教職員ハンドブックを活用し
て校内研修を行った学校の割合

50.8% 61.2% 100%

小学校5年生　86.9% 81.7%

中学校2年生　82.5% 78.6%

小学校5年生 80.3% 78.1% 小学校5年生 83.0%

中学校2年生 76.5% 75.2% 中学校2年生 82.3%

小学校5年生 72.5% 70.6% 小学校5年生 75%

中学校2年生 60.6% 62.3% 中学校2年生 66%

3⃣ 体の育成

16
全国体力・運動能力調査の体力合計得点の
全国順位の平均

27 位
（R元年度）

35位 20位以内

小学校 7.76% 8.63%

中学校 9.27% 9.90%

高校 10.11% 10.34%

小学校 96.0% 92.0% 小学校 100%

中学校 79.1% 89.1% 中学校 100%

9
「人の気持ちが分かる人間になりたいと思い
ますか」との質問に、「思う」と回答した児童
生徒の割合

Ⅳ　「香川県教育基本計画」及び「『みんなでつくるせとうち田園都市・香川』実現計画」に
　　掲げている数値目標に対する現状と評価

1
「授業の内容がよく分かる／だいたい分か
る」と回答した児童生徒の割合

2
全国学力・学習状況調査における正答率
40％未満の児童生徒の割合の全国平均と
の差

評価　※

A

A

現状を上回る水準

D

18
栄養教諭・学校栄養職員による教科等にお
ける食に関する指導を行っている割合

13

3
「読書は好きですか」との質問に、「好き」また
は「どちらかといえば好き」と回答した児童生
徒の割合

4

17
肥満傾向児童生徒の出現率の平均（各校種
の出現率５年間平均）

11

「本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）を
読んだり借りたりするために、学校図書館・
学校図書室や地域の図書館にどれくらい行
きますか」との質問に、月に１～３回以上と回
答した児童生徒の割合

14

15

10
「自分には、よいところがあると思います
か。」との質問に、「思う」または「どちらかと
言えば思う」と回答した児童生徒の割合

授業中にＩＣＴを活用して指導することができ
る教員の割合

7

通常の学級に在籍する、障害のある児童生
徒などのうち、特別な支援を必要とする児童
生徒※の中で、「個別の指導計画」が作成さ
れている割合※通級による指導対象者を除く

A

C

D

C

現状を上回る水準

現状からの減少

「いじめはどんな理由があってもいけないこと
だと思いますか」との質問に、「思う」と回答し
た児童生徒の割合

B

D

「学校に行くのは楽しいと思う。」に「思う」ま
たは「どちらかと言えば思う」と回答した児童
生徒の割合

「携帯電話やスマートフォン、ゲーム機などを
使う場合、家の人と決めた使用ルールを守っ
ていますか」との質問に、「守っている」また
は「どちらかといえば守っている」と回答した
児童生徒の割合

D

D

C

D

C

D

D

C

D
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番号 項目 現状 令和4年度実績 令和7年度の目標評価　※

4⃣ 郷土を愛し、郷土を支える人材の育成

小学校5年生 66.4% 68.7% 小学校5年生 68.7%

中学校2年生 44.3% 44.2% 中学校2年生 53.2%

20
外部の関係機関から講師を招へいして主権
者教育や消費者教育、金融教育等の取組み
を行っている県立高校の割合

62.1% 52.1% 100%

21

「総合的な探究の時間」や「課題研究」の授
業などで、地元の自治体や大学、企業等と
連携した取組みを行っている県立高校の割
合

79.3% 82.8% 100%

22
生徒が英語を用いた言語活動を、授業の半
分以上において行っている公立高校の教員
の割合

69.3%
（R元年度）

47.5% 80%

23
課題解決型学習の推進に向けての校内研
修を実施している県立高校の割合

34.5% 44.8% 100%

5⃣ 安全・安心で、魅力あふれる学校づくり

24

学校安全に関する外部の専門家や学校教育
の専門家との連携を図るなど、学校安全計
画や避難訓練等を外部有識者がチェック・助
言する体制が整備されている学校の割合

41.6%
（Ｈ30年度）

73.1% 60%

県立中学・高校 60.6% 63.5% 県立中学・高校 65%

特別支援学校 81.4% 85.1% 特別支援学校 85%

26
経済的な理由で修学が困難な生徒等に対す
る奨学金の貸与

－ － 着実な実施

小学校5年生 73.1% 69.7% 小学校5年生 77%

中学校2年生 59.5% 57.5% 中学校2年生 65%

28
県立学校教職員の年次休暇の年間取得日
数

9.1日 12.1日 15日以上

小学校 78.6% 77.1% 小学校 83%

中学校 63.2%
（R元年度）

58.2% 中学校 68%

30
探究発表会（相当以上の発表会）に参加した
県立高校数

14校 19校 19校

6⃣ 家庭や地域での学びの環境づくり

31
保護者学習会への「さぬきっ子安全安心ネッ
ト指導員」の派遣数（年度）

25回 23回 75回

小学校 78.6% 77.1% 小学校 83%

中学校 63.2%
（R元年度）

58.2% 中学校 68%

33
親子読み聞かせ教室に参加した保護者の割
合

61.2% 64.6% 76%

34 県立図書館の利用者数
463,054人

（H29～R元年度の平均）
396,949人 480,000人

7⃣ スポーツの振興

35 成人の週１回以上のスポーツ実施率
54.9%

（R元年度）
52.5% 65%

36
オリンピック大会に出場した本県関係の選手
数

2人
（過去5大会の平均）

-
3人

（R6年度）

37 国民体育大会男女総合成績
31位

（H27～R元年度の平均）
36位 20位台

「『みんなでつくるせとうち田園都市・香川』実現計画」に掲げている　　数値目標に対する現状と評価

現状 令和4年度実績 令和7年度の目標

14
（H28～R2年度）

2 15

1件 7件 7件

27
「授業の内容がよく分かる／だいたい分か
る」と回答した児童生徒の割合【再掲】

29

「地域学校協働本部やコミュニティ・スクール
などの仕組みを生かして、保護者や地域の
人との協働による活動を行いましたか」との
質問に「よく行った」または「どちらかといえ
ば、行った」と回答した学校の割合

19

「今住んでいる地域（香川県）の歴史や自
然、産業について関心がありますか。」との
質問に、「ある」または「どちらかといえばあ
る」と回答した児童生徒の割合

25 県立学校におけるトイレの洋式化の割合

A

D

D

A

D

B

D

D

-

C

※ 【評価対象が複数ある場合の評価方法】指標の評価を、Ａ：４点、Ｂ：３点、Ｃ：２点、Ｄ：１点と換算し、その合計を指標数で除して算出

項目

D

国県指定の文化財数［累計］

文化財の保存活用計画と文化財保存活用地域計
画の作成件数［累計］

32

「地域学校協働本部やコミュニティ・スクール
などの仕組みを生かして、保護者や地域の
人との協働による活動を行いましたか」との
質問に「よく行った」または「どちらかといえ
ば、行った」と回答した学校の割合【再掲】

評価

D

A

－

A

D

C

D

C

C

A
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